The Formative Process of the Capitalist Landownership by 梅垣, 邦胤
Title資本主義的土地所有の確立過程 - 宇野弘蔵氏の土地所有論の検討(2) -
Author(s)梅垣, 邦胤















第一次大戦後不況下における鉱山公害問題 =口1= 田 文和






















































































2) 宇野弘蔵『経済原論』岩波書官， 1964年， 190ペ ジ。〈以下『新原論』と略称する 0)






















































:1) Karl Marx， Das Katital， Dritter Band， Dietz Verlag Berlin， 1964:年， S.718，邦訳，大
月書匝， 196匹手， 909へージ。〔以下『資本論~， S.O邦訳Oベ ク。と略記する。〕



























5) 同上「資本論~ S. 740.邦訳.940へー 乙九


























6) 向上『資本論JlS. 687，謂現Z曲。ペー ジ。
7) 向上『資本論~ S. 690.主唱R872へ->/。
資本主義的土地所有D確立過程 (115) ，115 
二形態論につき，資本主義的土地所有の資本蓄積に対する「消極的制約」を示
す，と言う。それはこ ζでは，借地契約および借地期間と地代との関連として






















8) 宇野弘蔵『経済庫論(下)j岩波書届. 1952年， 198-99ベ ジ。
9) 向上.204へジ。
10) 前出， w新原論I187へジ.



























11) 前出『経済原論(下)~ 198ペー ジ。















































































































17) 宇野区蔵『資本論ス門』創元社 19.r=i?J'手，タ13ペー さん
















































































21) 宇野弘蔵，資本主義と土地所有 大内力君の新著 l地代と土地所有」を読む (fマルク






















































24) 重田遊男『マルクス経済学方法論』有斐閣， 1975年， 137ベ ジ.
25) 宇野'"'".経済学方法論』東京大学山版会， -1962年， 149--50ヘ ミ九
26) 前出『恐慌論117ベジー
